
くもに情報を登録するだけで終わってしまう●また，  

「グループウエア」を活用してどれだけ生産性が向上  

したかを定量的に評価することも大切である．電子メ  

ールなどコミュニケーションが便利になったと言われ  

るが果たしてどれだけの効果を生んでいるのかきちん  

と評価している企業は少ないのではないか●生産性向  

上には，2つの側面があると筆者は考える．1つは業  

務処ヨ聖の効率化・迅速化であり，もう1つは業務の価  

値・質の向上である．業務の効率化は処理時間や工数  

などコストで定量化できる．しかし，価値や質を測定  

する指標は何であろうか．例えば企画業務の質の良否  

を指標で測定できないだろうか？●非定型業務である  

が故にホワイトカラーの仕事のスタイルは定義し難し）．  

その困難な領域をモデル化し，変革を与える手法や変  

革の切り口を発見できる手法が研究されることを願っ  

ている昨今である．  （外嶋成留）  

編集後記●以前，こんな話しを聞いた．ある企業でグ  

ループウエアの導入を経営陣に提案したら，その1人  

が「グループウエアとはどんな新しい洋服のことか」  

と発言したとのこと．もちろん，この発言は冗談か，  

いうも難解な言葉を使うシステム部門に対する皮肉で  

あろう●今月号の特集は「グループウエア」である．  

各企業とも先を争うようにホワイトカラーの生産性向  

上を狙いに電子メール，電子会議室，情報共有などの  

情報武装化を進めている．今回紹介いただいた論文は  

どう進めるか悩んでいる人に非常に参考になったと思  

う●「グループウエア」の仕組み（ソフトウェア）は  

システム部門からすると簡単に作れる．大切なのはど  

う使って，仕事の進め方をどう変えていくのかという  

ことである．それにはユーザー側の意識と仕事のスタ  

イルの変革が必須である．例えば，情報共有にしても  

各部署で共有すべき情報をきちんと定義しないとやみ  
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